
立山カルデラ砂防博物館 

  入館者 100 万人 
 

平成３１年４月２５日（木）、平成１０年６月の開館からの入館者数が１００万人を達成

いたしました。これまで大勢のお客様に来場いただき、誠にありがとうございました。 

 

この日、めでたく１００万人目のお客様となられたのは、富山市からお越しの長木真美江

さん。立山に興味があり、前回見学できなかった展示を見にいらっしゃったとのこと。 

 

節目の来館者となった長木さんはくす玉開披の後、本田館長より、来館記念証と記念品目

録（立山かんじき、立山カルデラ砂防体験学習会のペア招待券、立山砂防工事専用トロッコ

レールの文鎮等）が贈呈されました。100 万人前後のお客様にも前後賞として、それぞれ

記念品目録を贈呈しました。 

 

長木さんは「100 万人目となり、感動しております。びっくりですね。立山連峰や氷河

などこの自然のすばらしさは、富山が、いえ、日本が世界に自慢できる宝物です。みんなで

大切にしていきたいと思います。ぜひ来館したことのない方は訪れてみてください。」と笑

顔でお話ししていらっしゃいました。 

 

この度、無事に１００万人目を無事に迎えることができましたのは、関係の皆様方の御理

解と御協力の賜と、改めて感謝申しあげる次第です。今後も多くの方に足を運んでいただけ

る博物館を目指してまいります。皆様のご来館を心よりお待ちいたしております。 

 

 

    ㊧100 万人目の長木さん  

㊦100 万人目および前後賞の皆さん 

 

  

 

 


